
令和 5年 8月 山口県医師会報 第1956 号

549

社保・国保審査委員連絡委員会社保・国保審査委員連絡委員会
と　き　令和 5 年 7 月 6 日（木）15：00 ～と　き　令和 5 年 7 月 6 日（木）15：00 ～
ところ　山口県医師会 6 階会議室ところ　山口県医師会 6 階会議室

[ 報告：専務理事　伊藤　真一 ]

協議
1　膵管の手術時に使用する特定保険医療材料
の算定について〔支払基金〕
　下記における胆道結石除去用カテーテルセット
の適用外使用について協議願いたい。
（1）膵石治療時における胆道結石除去用カテー
テル（バルーン及びバスケット）の使用につ
いて

（2）十二指腸乳頭以外の拡張（良性胆道狭窄、
悪性胆道狭窄、膵管狭窄、瘻孔）における胆
道結石除去用カテーテル（十二指腸乳頭拡張
機能付き）の使用について

　（1）（2）ともに、手術時に使用した特定保険
医療材料の使用理由の詳記を必要とし、その内容
により審査委員会の判断となる。

2　痔ろう根治術について〔山口県医師会〕
　痔ろう根治術には、単純（3,750点）・複雑（7,470

点）の 2種類あるが、直線的なろう管の開放や
切除、シートン法は単純として、膿瘍が併存する
場合や、ろう管が深部にまたがり括約筋再建等を
行うものは複雑となるのか。
　痔ろうとしての単純・複雑は、ろう管の数であ
るが、それと術式の単純・複雑は違うと解釈して
よいか。
　（郡市医師会保険担当理事協議会からの提出）

　病名で判断することはなく、痔ろう根治術の複
雑（7,470 点）の算定にあたっては、手術等の詳
記を必要とし、その内容により審査委員会の判断
となる。

※以上の新たに合意されたものについては、令和
５年９月診療分から適用する。
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